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　５月に砥部町を舞台にした映画「未来へのかた
ち」が公開されました。その作中で主人公たちが
協力して作り上げた砥部焼の聖火台が砥部焼伝
統産業会館横に設置されています。全高約４㍍の
大作で、出演した俳優陣も制作に携わりました。
　公開後、映画の聖地として多くの人が訪れて
います。砥部町にお越しの際にはぜひご覧くださ
い。

映画「未来へのかたち」聖火台
砥部焼でオリンピックの聖火台を―
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	 令和₃年₆月₂日
	 地 方 六 団 体

　我が国の景気は、新型コロナウイルス感染症の影響で依然とし
て厳しい状況にあり、今後の地方財政運営は相当厳しいものにな
ることが想定される。
　地方はこれまで高齢化の進展等に伴う社会保障関係費の増嵩
分について、給与関係経費や投資的経費など国を相当に上回る懸
命な歳出削減努力により吸収するなどして、地域の実情に沿った
きめ細やかな行政サービスを提供してきた。
　加えてこれからは、新型コロナウイルス感染症対策はもとよ
り、人口減少の中で地域に雇用を確保し、新しいひとの流れを生
み出すことで地方創生を実現し、デジタル化を推進するととも
に、頻発する大規模な自然災害等への対応や強靱な国土づくり、
持続可能な社会保障制度づくりや次世代を担う「人づくり」など
の本来的な課題の解消についても、手を止めることなく進めてい
く必要がある。
　こうした現下の状況を十分に踏まえ、国においては、以下の抜
本的な対策を講じられたい。

　　□　地方の安定的な財政運営に必要な地方交付税等の
　　　一般財源総額の確保・充実
　　□　地方創生の推進
　　□　デジタル化の推進
　　□　脱炭素社会の実現に向けた取組
　　□　防災・減災対策の推進と強靱な国土づくり
　　□　持続可能な社会保障の基盤づくり
　　□　次世代を担う「人づくり」
　　□　地方分権改革の着実な推進
　　□　地方税財源の確保・充実
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新型コロナウイルス感染症対策について
	 令和₃年₆月₂日
	 地 方 六 団 体

　我が国における新型コロナウイルスの感染状況は、「変異株」の猛威が全国各地に飛び火し、従来株からほぼ変異株に置き変わり、多くの地域で緊急事態宣言及びまん延
防止等重点措置の発動が相次ぎ、さらに、適用期間の延長が断続的に行われるなど、これまでにない厳しい状況となっている。もはや宣言対象地域はもとより、全国各地
で医療体制がひっ迫するなど、深刻な状況に陥っている。
　この感染を抑え込んでいくには、感染が全国に波及した「変異株」への対応策を早急に確立させ、感染防止対策を格段に強化することが急務である。地方団体において
も、検査及び積極的疫学調査の徹底、医療提供体制の確保、ワクチン接種の推進や住民への感染防止の呼び掛けに全力を挙げることとしているが、国においても、インド
株を含め、現在猛威を振るっている新型コロナウイルスに打ち勝つため、以下の対策を講じられたい。

□　新型コロナウイルス感染症に関する取組
〇　ワクチン接種について、市町村や医療機関等が連携して円滑かつ迅速に実施することができるよう、接種の意義、安全性・有効性及び副反応も含め、国民が接種を受
けるに当たって必要な情報を迅速かつわかりやすく周知・広報するとともに、市町村や医療機関等の接種現場に混乱が生じないよう、適切な情報提供を行うこと。また、
高齢者への接種が７月末までに完了できるよう、配送日の確定日提示等より具体的な供給スケジュールや配分量等を可及的速やかに示すとともに、国として医療資源を
最大限活用した人材確保、十分な情報提供及び財政支援を行うこと。さらに、64歳以下の接種対象者への接種について、円滑な実施が進められるよう、具体的な工程等
を速やかに示すこと。
○　世界各国での変異株の確認等を踏まえ、変異株流行国・地域からの入国についてはより強い制限措置等を断行するとともに、その他の国・地域を対象とする水際対策に
ついても強化すること。また、全国各地での「変異株」の急増、特に感染力の強いインド株の確認を踏まえ、新型コロナウイルス検体の全数調査を最終目標とし、N501Y	
以外の変異株も対象としたスクリーニング検査や全ゲノム解析を各地域で実施できる体制を早急に構築すること。
○　積極的疫学調査と入院・治療の徹底を図り、地方自治体や保健所が感染ルート探知による感染封じ込めを図るとともに、大学や高齢者施設等も含め地域の実情に応じ
た大規模なＰＣＲ検査が実施できるよう、国として財政措置も含めて支援すること。
〇　病床と宿泊療養施設のさらなる確保に向けて、医療従事者の一層の協力が得られるよう、国としても医療関係団体に対して働きかけを強力に行うとともに、医療従事
者に対する処遇改善や業務負担軽減を通じた人材の確保、感染症専門施設の設置支援、後方支援病床に係る空床補償制度の創設、院内感染や一般医療の制限に伴い生ず
る経営上の損失補償など、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金の対象拡大・弾力的運用・増枠を行うこと。
〇　新型コロナウイルス感染症の影響により、受診・利用控えにより減収が生じている医療機関、薬局、健診機関、介護・福祉サービス、あん摩マッサージ・鍼灸・柔道
整復等の事業所等への支援を行うこと。また、今後の新興・再興感染症にも対応できるよう、新型コロナウイルス感染症の重症・中等症患者の受入れに中心的な役割を
果たした、二次・三次医療を担う医療機関の診療報酬を大幅に引き上げること。また、公立・公的病院が新型コロナウイルス感染症対策に中核的な役割を果たしている
ことを踏まえ、地域医療構想に係る議論や医学部臨時定員のあり方の検討、臨床研修や専攻医の募集、医師の働き方改革等については、新型コロナ対策に支障が生じる
ことのないよう、慎重な対応を図ること。併せて、企業や研究機関による国産ワクチン製造や特効薬の研究・実用化の支援を行うほか、治療方法の確立を実現すること。
○　全国の幅広い業種の事業者に深刻な影響が顕著となっていることから、地域によって支援の差が生じることのないよう、全国において持続化給付金や家賃支援給付金
の再度の支給や要件緩和・企業規模に応じた支給額の引上げ、民間金融機関の無利子融資の申込み再開及び償還・据置期間の延長等、一時支援金及び月次支援金の支給
対象の拡大や支給額の上限引上げ・売上げ要件の緩和等を図ること。さらに、こうした厳しい経済情勢を踏まえて、情勢に即した補正予算の検討も含め、幅広い事業者
の支援を行う強力な政策パッケージとして大胆な経済対策を実施すること。
○　雇用調整助成金の特例措置について、速やかな感染防止措置を実行するためにも、緊急事態宣言地域や重点措置区域以外も含め、全国において業種や業況に関わらず
特例措置を延長するとともに、５月以降の縮減については縮減前の水準までの遡及適用を行うこと。
○　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、女性の就業割合の高い非正規労働者の離職者が増加していることを踏まえ、労働者の中長期的なキャリア形成にも配慮
しつつ、基金を活用した「緊急雇用創出事業」など、雇用の受け皿を確保するための対策を講じること。また、一時的に事業活動が縮小し雇用が過剰となっている企業
と、人手不足となっている企業との間の、在籍型出向制度を活用した雇用維持の促進に向け、公益財団法人産業雇用安定センターによるマッチング機能の強化や、産業
雇用安定助成金等の制度の周知広報、相談体制の充実を図ること。
〇　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金については、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の対象地域の内外にかかわらず、地方団体が必要とする額を引
き続き確保し、地方自治体が地域の実情に応じて実施する事業が幅広く対象となるよう、さらなる柔軟な枠の見直し、弾力的な運用や期間延長、手続きの簡素化などを
図ること。また、飲食の場における感染対策の強化のため、業種別ガイドラインに準拠して感染症対策を講じる飲食店を自治体が認証する取組や、当該認証の取得に向
け飲食店が行うアクリル板の設置等に係る自治体の助成、高齢者等の入所施設従事者への集中検査、医療検査体制の充実などについて、新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金の更なる増額や即時対応特定経費交付金の交付要件緩和等を図ること。
○　令和３年度においても、臨時財政対策債をはじめとする地方債に対する公的資金の増額確保や特別減収対策債の延長が行われるなど地方団体の資金繰りへの対策が講
じられているところであるが、引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響や地方税収の動向を注視し、想定を超える大幅な減収が生じた場合には、令和２年度措置も
踏まえて、必要な対策を講じること。

通
算
に
つ
い
て

　
　

�

　
　
　
（
上
島
町
提
出
）

　

③　

自
治
会
未
加
入
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て

　
　
　

�

　
　
（
砥
部
町
提
出
）

　

④　

デ
ジ
タ
ル
行
政
へ
の
対
応
に
つ
い

て

　
　
　
　

�

　
（
内
子
町
提
出
）

　

⑤　

行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

に
つ
い
て

　
　
　
　

�

　
　
（
内
子
町
提
出
）

　

前
記
5
題
に
つ
い
て
、
各
町
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
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公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

は
、
令
和
3
年
度
定
時
評
議
員
会
を
書
面

に
よ
り
審
議
を
行
っ
た
。

　

第
1
号
議
案
の
令
和
2
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
令
和
2

年
度
事
業
を
書
面
に
て
報
告
す
る
と
と
も

に
決
算
を
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

第
2
号
議
案
の
評
議
員
の
辞
任
に
伴
う

補
欠
選
任
並
び
に
第
3
号
議
案
の
理
事
の

辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に
つ
い
て
は
、
佐

川
理
事
長
か
ら
各
候
補
者
の
提
案
を
し
、

評
議
員
全
員
の
同
意
を
得
た
の
で
、
次
の

者
を
選
任
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

【
評
議
員
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み

な
さ
れ
た
日　

令
和
3
年
6
月
28
日
】

○
審
　
議

　

第
1
号
議
案

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

は
、
定
時
評
議
員
会
を
6
月
22
日
に
開
催

す
る
こ
と
で
決
定
し
て
い
た
が
、
出
席
予

定
の
評
議
員
が
他
の
用
務
に
よ
る
欠
席
と

な
り
開
催
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
臨

時
理
事
会
に
て
書
面
に
よ
り
定
時
評
議
員

会
の
招
集
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。

　

佐
川
理
事
長
か
ら
定
時
評
議
員
会
の
招

集
に
つ
い
て
提
案
を
行
い
、
理
事
全
員
の

令
和
３
年
度
定
時
評
議
員
会
開
く

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
　

令
和
３
年
度
第
2
回
臨
時
理
事
会

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
　

　
　

令
和
2
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
の

承
認
に
つ
い
て

　

第
2
号
議
案

　
　

評
議
員
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に

つ
い
て

　

第
3
号
議
案

　
　

理
事
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に
つ

い
て

【
評
議
員
】

　

玉
井　

敏
久
（
西
条
市
長
）

　

安
川　

哲
生
（
大
洲
市
議
会
議
長
）

　

河
野　

忠
康
（
久
万
高
原
町
長
）

　

菊
地　

幸
雄
（
内
子
町
議
会
議
長
）

【
理　

事
】

　

武
智　

邦
典
（
伊
予
市
長
）

　

岡　

利
昌
（
砥
部
町
議
会
議
長
）

理　　事　　会

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
佐
川
秀
紀
砥
部
町
長
）は
、令
和

3
年
度
第
1
回
定
例
理
事
会
を
6
月
3
日

㈭
午
後
2
時
00
分
か
ら
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
佐
川
秀
紀
・
石
川
勝

行
（
新
居
浜
市
長
）・
若
江
進
（
松
山
市
議

会
議
長
）・
赤
松
紀
幸
（
松
野
町
議
会
議

員
）・
松
浦
一
悦（
松
山
大
学
経
済
学
部
教

授
）・
渡
部
明
忠
（
愛
媛
県
町
村
会
事
務

局
長
）
の
各
理
事
及
び
酒
井
啓
司
（
税
理

士
）
監
事
、
田
窪
出
納
役
等
。

第
1
回
定
例
理
事
会
を
開
催

　
　
　

令
和
２
年
度
決
算
を
承
認

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
　

　

佐
川
理
事
長
か
ら
招
集
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
議
長
に
は
定
款
に
よ
り
佐
川
理
事
長

が
当
た
り
、
令
和
2
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
は
関
連
す
る
た
め
、
一
括
し
て

審
議
し
、
一
同
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
令
和
3
年
度
定
時
評
議
員
会
の

開
催
日
程
等
に
つ
い
て
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、書
面
開
催

へ
と
変
更
す
る
場
合
の
手
続
き
に
つ
い
て

も
説
明
し
、
一
同
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
6
月

22
日
㈫
に
開
催
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

　

さ
ら
に
令
和
3
年
4
月
か
ら
令
和
3
年

5
月
24
日
ま
で
の
職
務
執
行
状
況
に
つ
い

て
報
告
し
了
承
さ
れ
た
。
令
和
3
年
度
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
発
売
計
画
に
つ

い
て
説
明
し
、
売
上
促
進
の
協
力
方
依
頼

し
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

○
議
　
事

　

第
1
号
議
案

　
　

令
和
2
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

第
2
号
議
案

　
　

令
和
2
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

　

第
3
号
議
案

　
　

令
和
3
年
度
定
時
評
議
員
会
の
開
催

に
つ
い
て

○
報
　
告

　

第
1
号
報
告

　
　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

同
意
並
び
に
監
事
か
ら
の
異
議
も
な
か
っ

た
た
め
、
定
時
評
議
員
会
を
書
面
に
よ
る

審
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

【
理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な

さ
れ
た
日　

令
和
3
年
6
月
18
日
】

○
審
　
議

　
　

令
和
3
年
度
定
時
評
議
員
会
の
招
集

に
つ
い
て
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全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
令

和
3
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修

会
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
東
京
都
だ
け
で
な
く
全

国
的
に
も
広
が
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

会
場
で
の
開
催
を
取
り
や
め
、
講
演
を
動

画
撮
影
し
、
令
和
3
年
6
月
1
日（
火
）か

ら
9
月
30
日（
木
）ま
で
の
期
間
限
定
で
全

国
町
村
議
会
議
長
会
会
員
専
用
ペ
ー
ジ

（
議
長
会
プ
レ
ミ
ア
ム
）に
て
公
開
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

演
題
及
び
講
師
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

　

令
和
３
年
度
町
村
議
会

　
　
　
　

議
長
・
副
議
長
研
修
会

会
員
専
用
ペ
ー
ジ
に
て
動
画
配
信
　

お
り
。

○
「
町
村
議
会
の
役
割
と
課
題
―
あ
る
べ

き
姿
を
求
め
て
―
」

　
　

大
正
大
学
社
会
共
生
学
部

　
　

公
共
政
策
学
科
教
授

	

　
　
　
　
　
　

江
藤　

俊
昭　

氏

令和３年度町村議会議長・副議長研修会
開　催　要　領

　
１　目　　的
　　地域の自主性及び自立性の高まりが求められて
いる現在、住民の代表機関である地方議会の果たす
べき役割と責任は格段に重くなっている。
　　このような中、町村議会においては、自主的な活
性化の取組みを積極的に展開し、自らの魅力を高
め、住民の理解と信頼の向上に取り組むことが求め
られている。
　　こうしたことから、今回、議会の重責を担う議長
又は副議長を対象に、町村議会が果たすべき役割の
重要性や課題を再確認し、それぞれの議会の一層の
活性化に資することを目的に令和3年度町村議会議
長・副議長研修会を開催するものである。

₂　日　　時　　令和₃年₅月19日（水）　
　　　　　　　　　13時～17時

₃　場　　所　　LINE	CUBE	SHIBUYA
　　　　　　　　　（渋谷公会堂）
　　　　　　　　　〒150-0042
　　　　　　　　　東京都渋谷区宇田川町1-1
　　　　　　　　　電話：03-5457-3304

₄　対 象 者　　各町村議会の議長又は副議長

₅　そ	の	他
　⑴　開催にあたっては、LINE	CUBE	SHIBUYAか
らの要請により、別紙₂「LINE	CUBE	SHIBUYA	
新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方
針」に基づく対策を講じますので、ご理解とご協
力をお願いします。

　⑵　各都道府県の座席数は、管内町村数に各都道府
県町村議会議長会1名分を加えた人数以内となり
ます。各都道府県において座席数内で町村随行者
も含め、出席者の調整をお願いします。

　⑶　受講希望者数の報告に基づき、後日、受講者名
簿の提出、座席の指定及び受付票の配布をご依頼
させていただきます。

　⑷　研修会終了後、議長会プレミアム（会員専用
ページ）に本研修会の講演を、期間を定めて動画
により公開する予定です。

　⑸　今後の新型コロナウイルス感染症の感染状況
によっては、本研修会の開催方法を変更させてい
ただくことがございますので、ご了承ください。

○
「
議
会
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

　
　

	

　
　

弁
護
士　

太
田　

雅
幸　

氏

○
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
議
会
デ
ジ
タ
ル
化
」

　
　

関
東
学
院
大
学
法
学
部

　
　

地
域
創
生
学
科
講
師

	

　
　
　
　
　
　

廣
川　

聡
美　

氏

令
和
3
年
度

第
1
回
役
員
会
を
開
催

�
　
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
6
月
28

日
株
式
会
社
キ
ク
ノ
別
館
に
て
、
本
会
役

員
改
選
後
初
と
な
る
令
和
3
年
度
第
1
回

役
員
会
を
開
催
し
、
原
田
会
長
（
愛
南
町

議
会
議
長
）、
岡
副
会
長
（
砥
部
町
議
会

議
長
）
及
び
菊
地
監
事
（
内
子
町
議
会
議

長
）
が
出
席
し
た
。

　

協
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
。

【
協
議
事
項
】

　

⑴　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
に
つ
い

て

　

⑵　

本
会
役
員
の
役
職
等
に
つ
い
て

　

⑶　

本
会
事
務
局
（
事
務
分
担
）
等
に

つ
い
て

　

⑷　

令
和
3
年
度
行
事
予
定
等
に
つ
い

て

　

⑸　

第
61
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
研
修
会
に
つ
い
て

　

⑹　

次
回
全
員
協
議
会
に
つ
い
て

　

⑺　

そ
の
他
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６
月
の
会
と
催
し

▽
2
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
国
際
交
流
協
会

令
和
3
年
度
第
1
回
理
事
会（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

▽
3
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
3
年
度
第
1
回
定
例
理
事
会

▽
8
日
＝
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
第

2
2
5
回
理
事
会
、
愛
媛
県
人
権
教
育

協
議
会
支
部
長
・
加
盟
団
体
長
及
び
事

務
局
長
会

▽
9
日
＝
令
和
2
年
度
愛
媛
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
会
計
及
び
業
務
執
行

状
況
の
監
査

▽
14
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
事
務
局
長
会
議
報
告
事
項（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

　　

 　

梅
雨
の
６
月

　

北
海
道
を
除
き
列
島
は
、す
べ
て
梅
雨
に

入
っ
た
。
雨
と
ア
ジ
サ
イ
は
切
っ
て
も
切
れ

な
い
6
月
。
赤
、
青
、
紫
色
の
花
弁
を
集
積

し
た
球
状
を
透
明
の
水
滴
が
つ
た
わ
り
落

ち
る
さ
ま
は
、
色
鮮
や
か
で
美
し
く
映
え

る
。
毎
年
こ
の
時
季
の
景
色
な
が
ら
、
鬱
陶

し
い
梅
雨
の
シ
ン
プ
ル
な
清
涼
感
で
あ
る
。

　

Ｇ
7
サ
ミ
ッ
ト
が
2
年
ぶ
り
に
英
国
で

開
催
さ
れ
た
。
地
元
英
国
、
米
国
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
日
本

の
各
国
リ
ー
ダ
ー
が
一
堂
に
会
し
た
山
頂

（
サ
ミ
ッ
ト
）は
、警
備
の
関
係
が
大
で
あ
ろ

う
が
、世
界
が
注
視
す
る
場
は
海
に
面
し
た

地
方
、
人
口
3
千
5
百
人
の
「
コ
ー
ン

ウ
ォ
ー
ル
」
で
行
わ
れ
た
。因
み
に
人
口
と

自
然
美
で
似
か
よ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、本
県

の
南
、四
国
西
南
の
愛
南
町
、
足
摺
宇
和
海

国
立
公
園
で
海
中
公
園
を
有
す
る
自
然
溢

れ
た
西
海
地
域
に
な
ろ
う
か
。ま
た
県
下
に

は
、
過
疎
地
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
特
性
が
あ

り
、
負
け
ず
劣
ら
ず
自
然
の
息
づ
く
地
域

が
各
所
に
在
る
。勿
論
、他
県
に
も
同
様
な

過
疎
地
方
は
多
い
。各
種
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
日

本
開
催
の
機
会
に
は
是
非
、
活
気
と
喧
噪

が
交
錯
す
る
都
市
で
は
な
い
、こ
の
よ
う
な

自
然
環
境
を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
し
て
、

落
ち
着
い
た
地
方
・
田
舎
を
「
山
頂
会
議
」

の“
場
”
と
し
て
活
用
願
い
た
い
も
の
だ
。

　

さ
て
、
サ
ミ
ッ
ト
は
、
第
1
回
が
₁
₉

₇
₅
年
11
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ン
ブ
イ
エ

で
開
催
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
は
第
2
回
か
ら
出

席
。
サ
ミ
ッ
ト
の
入
会
条
件
は
自
由
、
人
権
、

民
主
主
義
な
ど
同
じ
価
値
観
を
も
っ
た
国

の
リ
ー
ダ
ー
の
集
ま
り
と
の
こ
と
。
ロ
シ
ア

は
ソ
連
崩
壊
の
1
9
9
4
年
に
入
り
、そ
の

後
の
動
向
に
よ
り
Ｇ
8
か
ら
、現
在
の
Ｇ
7

と
な
っ
た
。

　

世
界
経
済
第
2
位
を
誇
る
中
国
は
、
早

速
「
反
外
国
制
裁
法
」
を
打
ち
出
し
対
抗

姿
勢
。
一
方
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ウ
イ
グ
ル
・

香
港
の
人
権
問
題
、
東
・
南
シ
ナ
海
、
台

湾
海
峡
、
発
展
途
上
国
へ
の
投
資
と
プ
ラ

ン
実
践
な
ど
に
異
議
を
と
な
え
る
Ｇ
7
へ

の
入
会
条
件
は
埋
ま
り
そ
う
に
無
い
。
こ

こ
は
一
つ
、
気
候
変
動
対
応
は
じ
め
、
宇

宙
を
含
め
た
世
界
平
和
を
確
立
す
る
た
め
、

地
球
丸
に
同
乗
船
者
同
士
、
太
っ
腹
で
手

を
打
っ
て
ほ
し
い
も
の
…
。
さ
ら
に
世
界

の
各
地
で
紛
争
は
、
く
す
ぶ
り
つ
づ
け
て

お
り
、た
え
ず
大
暴
発
の
危
機
に
あ
る
。各

種
の
格
差
を
は
じ
め
、
そ
も
そ
も
当
面
の

コ
ロ
ナ
対
応
に
あ
っ
て
も
、
平
坦
に
埋
ま

り
そ
う
に
な
い
現
状
、
全
て
が
未
だ
追
っ

て
知
る
べ
し
の
よ
う
だ
…
。

　

6
月
23
日
は
、
先
の
大
戦
「
沖
縄
の
地

上
激
戦
」
か
ら
76
年
で
あ
る
。
ひ
め
ゆ
り
学

徒
、
座
間
味
の
集
団
自
決
を
は
じ
め
、
人
と

し
て
痛
ま
し
い
悲
劇
、悲
惨
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し

て
日
本
人
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
…
。

　

東
京
五
輪
2
0
2
0
開
催
ま
で
、後
23
日

と
な
っ
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
無
事
閉
会

し
、
一
部
の
自
画
自
賛
に
非
ず
、
世
界
の

人
々
が
賞
賛
す
る
成
果
を
祈
願
。い
ろ
い
ろ

な
思
い
が
め
ぐ
る
梅
雨
の
6
月
で
あ
る
。

�

　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
人
類
か
ら
愛
国
心
を
叩
き
だ
し
て
し
ま

わ
な
い
限
り
、
あ
な
た
方
は
決
し
て
平

穏
な
世
界
を
持
た
な
い
だ
ろ
う
。」

�

　
（
シ
ヨ
ウ　

英
国
の
作
家
）

一

筆

ｕ
ｂ
ｅ
配
信
）、
全
国
町
村
監
査
委
員
協

議
会
幹
事
会（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
）

▽
15
日
＝
全
国
町
村
会
政
調
幹
事
会
・
都

道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議
・
災
害

共
済
事
務
連
絡
会
議
（
テ
レ
ビ
会
議
）、

（
公
財
）愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

令
和
3
年
度
第
1
回
理
事
会

▽
16
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
・（
一

財
）全
国
自
治
協
会
理
事
会
・
全
国
生
協

理
事
会
・
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
・

理
事
会
・
都
道
府
県
町
村
会
長
会
・
全

国
生
協
総
代
会（
テ
レ
ビ
会
議
）　

▽
17
日
＝
町
村
議
会
の
制
度
・
運
営
に
関

す
る
検
討
委
員
会
幹
事
会
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
都
道
府
県
事
務
局
長
会
議

協
議
事
項
・
質
問（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

▽
21
日
＝
令
和
3
年
度
新
規
採
用
職
員
研

修
会（
動
画
収
録
）（
22
日
ま
で
）

▽
22
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
3
年
度
定
時
評
議
員
会（
書
面
開
催
）

▽
23
日
＝（
公
社
）愛
媛
県
畜
産
協
会
令
和

3
年
度
第
9
回
定
時
総
会
及
び
第
2
回

理
事
会
、
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
第

2
2
6
回
理
事
会

▽
28
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
・
全
国
生
協
愛

媛
県
支
部
令
和
2
年
度
会
計
監
査
、
愛

媛
県
町
村
議
会
議
長
会
・
愛
媛
県
町
村

議
会
議
員
共
済
事
業
特
別
会
計
令
和
2

年
度
会
計
監
査
、
愛
媛
県
町
村
議
会
議

長
会
令
和
3
年
度
第
1
回
役
員
会

▽
30
日
＝（
一
社
）愛
媛
県
農
業
会
議
第
₁

　

₀
₈
回
通
常
総
会
、（
一
社
）愛
媛
県
農

業
会
議
6
月
定
例
常
設
審
議
委
員
会
、

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
幹
事
会
に

寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
質
問
に
関
す
る
回

答
及
び
協
議
事
項
の
補
足
説
明
会
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
）

全
国
山
村
振
興
連
盟

�
　
副
会
長
　
河
野
忠
康
氏

　

全
国
山
村
振
興
連
盟
の
役
員
任
期
満
了

に
伴
い
、改
選
が
行
わ
れ
、全
国
山
村
振
興

連
盟
愛
媛
県
支
部
長
の
河
野
忠
康
氏
（
久

万
高
原
町
長
）
が
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
、
令
和
3
年
6
月
19
日

か
ら
令
和
5
年
6
月
18
日
ま
で
の
2
年
間

で
す
。
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◦概　要
　佐田岬を舞台とした驚異の映像を募集し、佐田岬の魅力発信の強化及び観光・交流による地域産業の活性化を
目指し、2018年から募集を開始。今回で４回目。昨年の応募数113件。スマホ動画も可。
　第４回の募集期間は2021/4/1 ～ 2022/3/31。
　ホラー賞、ラブロマンス賞、ヒューマンドラマ賞、ＳＦ賞、コメディ賞の５つのテーマ別部門賞を新設。

◦応募要項
◦佐田岬エリア（伊方町）を舞台に撮影された10秒以上15分以内の映像作品。
◦撮影機材、編集手法、作品ジャンルは不問。短編作品、スマホ動画など。
◦応募は一人３作品まで。

◦審　査
◦３名のクリエイター、伊方町長他、地元委員で構成する審査会にて審査。
　　審査員長：映画監督　冨永　昌敬（とみなが まさのり）
　　　　　　　内子町小田出身。
　　審 査 員：「いよココロザシ大学」学長　泉谷　昇（いずみたに のぼる）
　　　　　　　Webディレクター　渡邉　ゆみえ

◦賞金、副賞等
　☆グランプリ１点　　　　　　賞金30万円　　副賞／佐田岬の宿２泊３日 ペア宿泊券
　☆準グランプリ１点　　　　　賞金10万円　　副賞／佐田岬半島の海の幸１箱
　☆テーマ別部門賞　各１点　　賞金各２万円　副賞／ホラー賞：清めのくろめ塩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラブロマンス賞：恋する灯台愛の南京錠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒューマンドラマ賞：じぃじが編んだ裂織り腹巻き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＦ賞：イカからの手紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コメディ賞：サダンディヒゲ＆帽子セット

◦サダワンを通じた取り組み（令和２年度実施）
◦松山市駅周辺ビジョンにてサダワン作品を活用した広報展開。
◦WEB広告を用いてサダワン作品を活用した広報展開。
◦サダワン過去３年分のノミネート作品を収録したDVD制作及び無料配布

◦過去の作品について
▪第１回（2018）
　　初めての開催ということもあり、町内の雄大な自然や景色に焦点をあてた作品が多かった。ノミネート作品
のほどんどがドローンを使ったものであった。
▪第２回（2019）
　　バラエティにとんだ作品が多く集まった。それぞれの個性で作品を作っており、地域の人が身近に感じてい
るものをテーマにしたり、アイデアと体力で勝負した作品、短編映画のようなものなどさまざまな視点で描か
れた。
▪第３回（2020）
　　この佐田岬に暮らす人を焦点にした作品が多く集まった。このコンペは映像制作を通して地域の人との交流、
地域経済活性化を目的としており、こちらの趣旨に沿ってきた。
　　また、いろいろな視点から制作した作品が多く、今回創設した５つのテーマ部門を作るきっかけにもなった。

佐田岬ワンダービューコンペティション

サダワンHP
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